
皆さんの中で､ ホームレスに接したことがある

人は何人ぐらいいますか？また､ どういう形で接

していますか？

学生１) ランニングをしていたら､ 話しかけられ

ました｡

平山) 大分話した？

学生１) 大分話しました｡

平山) では､ よく知っていますね｡

学生２) 新宿で待ち合わせをしていたら､ 声をか

けられて､ 少し会話をしたんです｡

平山) 少し会話をしたんですか｡ 何かホームレ

スに関わる活動をしていますか？

学生３) 教会の配給をしています｡

平山) 教会の配給｡ 配食？食べ物？

学生３) 配食です｡

私はホームレスの人とつき合って20年ぐらいで

す｡ ホームレスというか､ 路上生活者というか｡

野宿者､ 野宿生活者､ 野宿労働者､ それから路上

生活者｡ 使う人､ 使う場面によってさまざまな文

言が使われています｡ 政府自身は､ ホームレス自

立支援法という法律ができたために､ ｢ホームレ

ス｣ という言葉を､ 蔑称ではなくて正式に使って

います ｢野宿者｣､ ｢野宿生活者｣ はさまざまな運

動体の人が使っている言葉です｡

｢ホームレス｣ ｢野宿者｣ ｢野宿生活者｣ ｢野宿

労働者｣ ｢路上生活者｣ は､ いま配食サービスと

言ってくれた学生がいましたが､ 支援対象者なの

か､ ただの生活者なのか｡ それから､ 逸脱者､ 普

通の社会から逸脱した人なのか｡ それとも､ 浮浪

者という言葉も昔使われていましたが､ ｢浮浪者｣

なのか｡ あるいは違う意味で､ ｢被害者｣ なのか｡

どういう形で社会に出現してきたかということを

辿ると ｢被害者｣ だと言う人もいるし､ いや ｢加

害者｣ だと言う人もいます｡ この方達が ｢何者｣

だろうか､ と考えながら話を聞いて下さい｡

ホームレスの人との会話の場面をこれから聞い

てもらおうと思います｡ 私は奈良出身なので大阪

が最初の出会いの場所でした｡ その後､ 20年の間

で東京､ 名古屋､ ロンドンなど違った場所でホー

ムレスの方と話をしています｡ これからお見せす

るのは本当の話です｡ 私がインタビューしたので

はありませんが(１)､ 公式に発表されている会話で

す｡ 小口くんにホームレス役になってもらってイ

ンタビュー形式で演じます｡

(対話１)

平山) 小口さん､ 今日はよろしくお願いします｡

小口) よろしくお願いします｡

平山) 雨がやんだかと思ったらまた降ってきまし

たね｡ すごく寒い｡ これからますます厳し

い時期に突入ですね｡

小口) そう､ これから本当に大変ですよ｡ 冬は一

番大変ですから｡

平山) 小口さんは､ 路上で生活されるようになっ
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てどのぐらいたつんですか｡

小口) もう４年半になります｡ 情けないですよ｡

自業自得なんですから｡ 本当に情けないで

す｡ 今でも､ 夜になると涙が出ますよ｡

平山) 自業自得というと？

小口) こんな生活になったのはね､ 自分のせいな

んですよ｡ 家賃を払えなくなって､ ３カ月

滞納して､ 荷物全部置いて出てきたんです｡

平山) え？そのときご家族は？

小口) そのときはね､ もう離婚していたからひと

りだったんですけどね｡

平山) それまでお仕事は何をされてたんでしょう

か｡

小口) いろいろしましたよ｡ 大学出て､ まず国会

議員の秘書を２年やって､ その後､ 厚生省

の社会保険事務所で10年､ 健康保険組合で

11年働きました｡ それから飲食業界に10年､

その後は､ 今の生活になるまで清掃の仕事

をやっていました｡

平山) お仕事､ 例えば健康保険組合から飲食業に

転職されたきっかけは何だったんですか｡

小口) それはね､ 役員会でけんかをしたんですよ｡

職員の給料を大幅にカットしようとしたの

に反発してね｡ そのとき､ そういうことも

引き金になって妻とも離婚することになっ

てしまったんですよ｡

平山) そうなんですか｡ やめるときにご家族には

相談しようとしなかったんですか｡

小口) ええ､ けんかしてやめてきましたからね｡

ほかにも原因はあったんですけど｡ しかし､

仕事をやめたのは大きかったんだと思いま

す｡

平山) 飲食業界から清掃業への転職というのは？

小口) お世話になっていた社長が死んじゃったん

ですよ｡ で､ それから社長がかわって､ 給

与の削減をきっかけにやりにくくなってや

めたんです｡ それから清掃の仕事についた

んですけど､ そのうちに体を壊してしまっ

て｡ ２カ月半入院して､ 生活保護を受けな

がら銀扇閣で生活して､ また清掃業に戻っ

たんですけど､ そのうちに今度は血圧が高

くなって｡ 過労で急性肺炎になってしまい､

入院することになったんです｡ それから退

院して､ 職探しを毎日毎日するんですが､

見つからなくなってしまいました｡

平山) 毎日､ どんなふうに職探しをされたんです

か｡

小口) 去年は毎日ハローワークに通いましたよ｡

募集は100歳までとあるんですけど､ 実際

は年がいくと採用はしてもらえないです｡

電話しても年齢的理由で断られるんですよ｡

平山) 何歳くらいから仕事探しは難しくなってく

るんでしょうか｡

小口) 55歳くらいかな｡ 50を過ぎると難しくなっ

てきますよ｡ 体力が必要ですからね｡

平山) 今も毎日仕事を探していらっしゃるんです

か｡

小口) 今は毎日はしてないですけど､ 仕事があれ

ばいいなと思っています｡ できるのは清掃

業しかないと思って探していますが､ でき

ることなら何だっていいんですよ｡

(対話１終了)

これは実話で､ 大学を出た方です｡ ホームレス

には中卒の人もいるし､ 様々ですが､ 高学歴の方

もたくさんいます｡ まぁ､ 普通の人たちです｡ 国

会議員の秘書までやったとか保険事務所で働いて

いた普通の人がこうなるということは､ もしかし

たら皆さんもなるかもしれないという可能性を秘

めていますよね｡

ホームレスの生活

もう少し対話を続けます｡ 次は ｢生活｣ という

視点で聞いておいてください｡

(対話２)
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平山) 今の生活パターンはどんな感じですか｡ 例

えば昨日なんかは｡

小口) ふだんは､ 毎日６時から６時半に起きて､

まずトイレに行って顔を洗うんです｡ で､

歯を磨く｡ それから８時半くらいまではス

ズメにえさをやったりしていますよ｡ それ

で､ しばらくして役所に行きます｡ 区役所

はね､ クラッカーもらいに行くんですよ｡

平山) クラッカーを毎日？

小口) ええ､ 毎日です｡ 月曜から木曜は一つなん

ですけど､ 金曜は二つもらえるんです｡ 土

日は役所がお休みだから｡

平山) なるほど｡ それで､ 区役所の後はどちらへ？

小口) その後はね､ 大体､ 図書館に行くんです｡

新聞読んだり､ 小説読んだり､ 昼寝したり

していますよ｡ しばらくして飽きると､ 百

貨店の休憩所なんかに行ったりして休んだ

り､ 仲間が結構いるから話したりね｡ 時々､

寝ていると警備の人に起こされるけど｡

平山) 警備の方に怒られたりしますか｡

小口) まあ､ いろんな人がいますけど､ 中には優

しい警備の人もいて､ ｢何してるんですか｣

ではなく､ ｢荷物は大丈夫ですか｣ と話し

かけてくれる人もいますよ｡

平山) デパートの後はどこへ？

小口) 今度はまた図書館に行ったり｡ 天気のいい

日はよく移動しますよ｡ 前までは別の区役

所にも行ってクラッカーをもらったり｡ で

も､ そこは最近､ かたい乾パンにかわった

んですよ｡

平山) 何でかたい乾パンにかえたんでしょうかね｡

ホームレスの人は歯が健康じゃない方が多

いのに､ 困ってしまいますね｡

小口) かたくてかめないから､ もうもらいにいっ

てないんですよ｡

平山) そうですか｡ 夕方は､ 晩ごはんはどうなさっ

ているんでしょうか｡

小口) 土曜はボランティアの炊き出しがあるで

しょ｡ だからそれを食べます｡ 土曜以外は

ね､ ある場所で毎日おにぎりを２個配って

いる教会があるんです｡ それをもらいます｡

私の場合､ 水曜の夜と日曜の昼は､ おにぎ

りとは別のある教会へ行って､ やはりそこ

でごはんをいただいているんですけど｡ そ

こはね､ 牧師さんがすごくいい人で､ 日本

に来て19年になる方なんですけど､ すごく

優しい人なんです｡

平山) へえ｡ そういう教会とかって､ どうやって

知るんですか｡

小口) それはね､ うわさで､ 人伝いに聞いて行っ

てみたんですよ｡ だから､ その教会はホー

ムレスがいっぱいですよ｡ 私､ 水曜と日曜､

人列整理などのボランティアをさせても

らっているんです｡ 今度見にきてください

よ｡

平山) ぜひ｡

(対話２終了)

今､ ホームレスの人たちの一番の問題は､ 仕事

がないことです｡ で､ 食べていけない｡ ｢あさり｣

といってコンビニなどで残り物をあさるときもあ

りますが､ いろいろなボランティア団体の配食サー

ビスを利用する人もいます｡ ただしその配食サー

ビスも 対話の中で教会の話が出てきましたが

対話のモデルの男の人がもらっている教会も

うやめてしまっています｡ ホームレスが増えてき

て､ 教会の方もそれだけの募金がなかなか集まら

なくなってやめたそうです｡

ホームレス政策

次は､ 政府がどのようなことを政策としてやっ

ているかという視点で聞いてください｡

(対話３)

平山) ちょっと難しい話になりますけど､ 世の中

ホームレスから見える日本社会

― 101 ―



からホームレスの人が少なくなるためには

どうすればいいんでしょうかね｡

小口) かなり難しいでしょうね｡ まず仕事がない

状況が解決されないと｡ それと生活保護ね｡

もっと柔軟にならなきゃ｡ 社会保障制度を

しっかり､ 日本として､ 国としてしっかり

取り組まねばならないと思いますね｡ 自立

支援センターにしても一時しのぎのもので

しかないわけで｡ まともな人間が仕事を探

したってない時代にあって､ センターに

入って当事者に自分で仕事を探せというの

は至難のわざですよ｡ インターネットが使

えるわけではないし､ 建築関係出身の人が

今どきの仕事などできないでしょう｡ かと

いって年齢的､ 体力的にも力仕事は難しい

ですし｡

平山) そうですね｡ 自立支援センターももっと充

実したものであれば｡ 今の状態では十分で

はないですよね｡

小口) そう｡ 自立支援センター自体には反対では

ないんですよ｡ でも､ 足りないことが多過

ぎる｡ もっと考えてほしいですね｡ こんな

状態にあるのも自分たちのせいと言われれ

ば否定はできませんけど､ それでも国とし

ての対策ももっとしっかりやってほしいで

すね｡ イラクに3,500億円の支援費を出す

のに､ 国内のホームレスに対してはこんな

でしょう｡ もうあきらめの境地です｡ 死ぬ

までこんな状況かと思います｡

(対話３終了)

いろんな言葉が出てきました｡ 政府は､ 政策と

して何も対応していないわけではなくて､ 自立支

援センターをひとつの事業としています｡

次に ｢実態と言説｣ ということについてお話し

ます｡ 今は､ 自立支援法が国会を通っていますか

ら､ 政府としてある程度､ 現状把握のための調査

をしています｡ 明らかにホームレスの人たちがい

るわけですから､ いないとは言えないので､ 政府

は何らかの対策を講じないといけない｡ まず､ ど

のぐらいのホームレスの方がいるかというと､ 新

しいデータでなく2003年の厚生労働省の調査で､

２万5,296人の野宿者が存在するとされています｡

平均年齢が56歳｡ さっきの会話の中で､ 50歳を過

ぎると仕事が探しにくいとありましたから､ 56歳

というのは本当に仕事がないことがわかると思い

ます｡ １年ぐらい前にインタビューを行ったとき

には､ 40歳を過ぎるとなかなか仕事を見つけるの

は難しい､ やはり一番初めに仕事にありつけるの

は30代だという声を何回も聞きました｡

ホームレス人口が一番多い地域は､ 大阪です｡

大阪が飛びぬけて多く､ 8,000人ぐらいだと思い

ます｡ その次が東京､ 愛知と続きます｡ つまり､

主に都会で起こっている問題だと言えます｡ 大阪

は2003年のデータを見ると7,800人です｡ 東京が

6,361人､ 愛知が2,121人です｡ もう少し小さい単

位である市区町村で見たら､ やはり大阪市が１位

で6,600人ぐらいいます｡ 東京23区で5,900人､ 約

6,000人です｡ 次が名古屋市で1,700人ぐらい､ 川

崎で800人､ 次は京都です｡ 全部都市ですね｡ 福

岡が607人､ 次に私が勤めている横浜市のほうは

470人｡ 横浜は､ 寿 (町) とかが有名ですけれど

も､ この順位からいくと７位ぐらいですね｡ その

後が北九州｡

では､ どこに住んでいるのかを見ると都市公園

が40.8％｡ これもちょっとトリッキーな数字です｡

今は大分変わってきていて､ 公園から出て行って

います｡ 河川敷が23.3％｡ 道路 路上で寝てい

る人が17％､ 駅などが５％､ その他の施設が13.7

％｡

地域生活移行支援事業を巡る課題

このデータから見えてこない部分があります｡
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今､ 一時的に施設に収容されている人がたくさん

います｡ ｢ホームレス自立支援法｣ 制定に関連し

て､ ｢地域生活移行支援事業｣ が日本全国で始まっ

ています｡ 東京の話をすると､ 都知事が力を入れ

てやりましょうというかけ声を出して何を言って

いるかというと､ ｢ホームレスご本人自身が月

3,000円を出したら､ あとの家賃は都が払います

よ｣ ということです｡ 例えばお風呂がなければ１

部屋のアパートなら３万ぐらいでありますね｡ ２

万7,000円を都が出し､ 3,000円をホームレスの人

自身が出し､ それで住めるでしょ､ ということで

す｡ どうです？ いいと思いませんか？ ただし､

２年間だけなんです｡ その人たち､ つまり3,000

円自分で出して３万円のところに住んでいる人は､

今は路上にいないということです｡ しかし､ 来月

は分かりません｡

ホームレスはどうやって数えるかということで

すが､ ある日の１時間を決めて､ この時点で路上

に何人いるか､ 同時に数えるわけです｡ そうする

と､ ３万円のアパートに入っている人数はカウン

トされない｡ また､ 自立支援センターという話が

さっき会話の中で出てきましたが､ 自立支援セン

ターに収容されている人もいますし､ 数日仮設住

宅にいる人もいる｡ ですから､ 数字が変わってし

まうのです｡ 2004年ごろからさまざまな動きがあっ

て､ ホームレスの人数が変動しているので､ ホー

ムレス人を数えるのは難しいのです｡ 安定的な数

はどうしても2003年のデータになってしまうわけ

です｡

地域生活移行支援事業に関連した話ですが､ 当

時の支援者が2004年以降､ ｢屋根派｣ と ｢仕事派｣

に分かれてしまいました｡ 屋根派とは､ さきほど

の３万円アパートに住むことを支援している人々

のことで､ ｢都が３万円のアパートをくれる｡ ま

ず屋根を｣ というわけです｡ 人間はまず住むこと

が大事で､ 冬なんか寒くて凍死する人がいる｡ 屋

根があれば健康になって働けるんじゃないかとい

うことで､ 屋根派は一生懸命､ この都の事業に関

わりました｡ まずやることは､ ホームレスにイン

タビューして彼らが住みたい家の希望を聴く｡ こ

れに私は何回か立ち会っています｡ インタビュー

は､ 都の福祉の職員ではなくて､ いわゆる NPO

とか､ ボランティアの人たちが事業委託でやって

います｡

そういう屋根派の人に対して､ 何でそんな都の

仕事を手伝うんだ､ ２年後彼らがまた野宿者にな

るのはわかっている｡ あんたたちが何で３万アパー

トを支援するんだ｡ 仕事を見つける支援が先だろ､

という ｢仕事派｣ の人たちがいます｡

ホームレスの人たち自身も二つに分かれました｡

絶対に３万円アパートに入らない｡ これにはちゃ

んと理由があります｡ 例えばさっきの対話のよう

に､ 今は公園に住んでいます｡ 河川敷に住んでい

ます｡ 公園というのはパブリックプレイス､ 公的

な場所です｡ 一旦公園から出てしまうと､ 今度入

れなくなるという危険性があるわけです｡ 都とし

ては公園をきれいにしたい｡ 次にフェンスをつく

り住めなくする｡ そうしたら帰ってこられないじゃ

ないか｡ そんなこと､ 今までの歴史を見ていたら

わかるじゃないか｡ それが分かっていて､ 支援者

がそれに乗っかる気か｡ という心配がホームレス

にあり､ そういった批判が屋根派に投げかけられ

ます｡ ホームレス自身も支援者も二分してしまい､

今に至っています｡

私が関わったケースをお話しましょう｡ ３万円

アパートに住み始めたホームレスのおじさんがい

ました｡ 彼はこのアパートに入居後､ 3,000円だ

け払ったらいいと思っていたら､ ほかに水道代､

電気代が必要でした｡ それはとても払えなかった｡

冬に電気も水道も全部とめられました｡ 寒くてろ

うそくで暖をとっていたんです｡ あまり寒くて寝

てしまい､ 火事を起こして､ 追い出されたのです｡

そこで､ 前にいた公園に帰ろうしましたが､ もう

場所はありません｡ 別の人が居座っていてもう元
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に戻れない｡ 同じようなケースがたくさん起こり

ます｡ これから３万アパート組で２年の支援が切

れる人がたくさん出てきますから､ 大変になると

思います｡ これを私はちゃんと見ていこうと思っ

ています｡

名古屋では､ 昨年､ 愛知万博と中部国際空港建

設という二つの事業が労働者をたくさん必要とし

ました｡ 東京からもかなりの労働者が名古屋に動

きました｡ ところが､ 中部国際空港と万博会場建

設が終わると､ 彼らの住むところがなかった｡ 中

部国際空港を作っているときは､ その近くに飯場

(はんば) という仮設の住むところがあるわけで

す｡ それがなくなりました｡ 飯場という言葉は今

あまり使わないですよね｡ 私は飯場と聞くとすぐ

思い出すことがあります｡ 私は奈良の分校出身で､

２年生までしかクラスがないところに60年代に育

ちました｡ 山が崩され､ 小学校が建設されるのが

ちょうど1970年で､ 同級生に飯場の子が何人かい

ました｡ 給食費が払えない飯場の子どもに､ ｢じゃ

あ僕が立てかえておく｣ と担任の先生が言ってい

たのを今でも覚えています｡ 今はそのときよりさ

らに大変な状況になっています｡

言説とレジュメに書いたのは､ 『バカの壁』 と

いう本の中で､ ホームレスの人たちは結構物を食

べている､ だから栄養状態はそんなに悪くないと

いうような内容が出てきます｡ ホームレスの人た

ちは､ 食べているかもしれないけれど､ 食べるも

のを選べません｡ 彼らの疾患の１位から４位を見

たら､ ３位にやっぱり糖尿病というのが出てくる

わけです｡ 選べないから､ あるもの､ 残ったもの

を食べているわけです｡ 量食べれば良いものでは

なく､ 質も大切ですので､ 決して栄養状況が良い

わけではありません｡

働く意欲がある日本のホームレス

それから､ もうひとつ､ ｢彼らは働く気がない

んだろう｣ と書いてありますが､ そんなことはあ

りません｡ もちろん働く気がない人もいるんです

が､ 多くの人たちは働く意志があるし､ かつてあっ

たけれどもどうしても動けない､ 体が悪いという

人たちが多いんです｡ 路上生活に至った理由とし

ては､ ｢仕事が減った｣ が35.6％､ ｢倒産・失業｣

が32.9％､ ｢病気・けが・高齢で仕事ができなく

なった｣ が18.8％と数値になっています｡

路上生活直前の職業というのは､ 建設関係が

55.2％､ 製造業が10.5％です｡ インタビューをし

ていると､ 例えば60歳ぐらいのおっちゃんと話し

ていると ｢東京タワーの一番上のねじはワシが締

めたんだ｣ という人がいるわけです｡ 東京タワー

の上で作業ということは非常に危険なところです

ね｡ よく出会うのは､ 何か機械に挟まれたとか､

どこか高いところから落ちたとか､ 一見わからな

いんですが､ 話をするとけがをしている人が多い

のです｡

生活保護の受給条件というのは､ 働けるかどう

かというのが大きいです｡ 加齢が進むとさまざま

な身体能力が落ちてくるから働けなくなりますが､

怪我については､ 医者の証明が要ります｡ 意外と

ホームレスの中に精神疾患の人も多いのですが､

普通の医者はどういうふうに判断したらいいかわ

からないから､ ｢働く能力あり｣ と診断してしま

います｡

私はイギリスとアメリカも調べました｡ イギリ

スは主にロンドン､ それからビートルズで有名な

リバプール､ この２カ所に行ってホームレスの人

たちと話して､ それから対策を見てきましたが､

大きく違うことがあります｡ まず､ 対策として

｢屋根｣ があります｡ 政府または地方自治体は､

とりあえず住むところを提供します｡ それでも彼

らはホームレスと呼ばれます｡ 自分たちのお金で

家賃を払う能力がないので､ やはり彼らをホーム

レスと呼びます｡ 個室をもらって､ 生活を整えて､

働けるように持っていきます｡

10数年前厚生労働省の人がロンドンのホームレ
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スを視察し､ この ｢まず屋根｣ を採用しようとし

たら失敗しました｡ 日本は個室ではなかったので､

家に入りたくないと拒否をされるわけです｡ まず

は ｢仕事をください､ 家を借りられるまでは自分

で働きます｡ お上の世話になるのは申し訳ない｣

というホームレスの方が結構多いんです｡ 日本の

ホームレスは頑張屋ですね｡

ロンドンのホームレス研究者が来日した際に､

視察してもらったら､ ｢日本ってすごくひどいと

ころですね｣ とびっくりしてました｡ そのときは

梅雨でしたので､ ずぶぬれになった人が道路に寝

ていました｡ 台東区､ 荒川区の山谷を回りました

が､ ｢ロンドンの比じゃない｡ 日本はこんなにひ

どい国なんですか｣ とびっくりして帰りました｡

これは気質の問題でもあります｡ 労働者が求めて

いるのはまず仕事だと｡ 日本政府も､ では仕事を

用意しようということで､ ホームレスの人たちに

仕事のカウンセリングもやっています｡ しかし､

半数が体の異常を訴えている｡ このうち､ 治療等

を受けていない者が68.4％｡ 医療扶助というのも

出ますが､ それも拒否している人たちがたくさん

いる｡ 体が悪かったら雇ってもらえないからです｡

体がすごく悪かったら生活保護を受けられる｡ し

かし医師の判断は ｢労働可｣ という中途半端なと

ころにいる頑張り屋が最も苦しいのです｡

｢地域住民との軋轢､ 行政､ 支援者､ 野宿者等

の間でトラブルが多発｣ という言説があります｡

例えば台東区の場合は屋根のある商店街で､ 夜に

なるとその屋根が全部開いてしまいます｡ 野宿の

人に店の前で寝てほしくないからです｡ 仕方なく

別の軒先を探すわけです｡ こうして､ 近隣住民と

ホームレスの間に溝が出てきますが､ 軋轢は回避

しています｡ 高度成長期に買い物客になったのは

現在のホームレスの人たちで､ そのおかげでその

商店街はできたのですが､ 忘れ去られています｡

屋根がなく､ 雨ざらしになり､ 体が冷え､ ６月に

肺炎で死ぬ人が多く､ 大変です｡ 日本の中の南北

問題ですね｡

ホームレスが仕事を辞める訳

私はエピソードテーキングという手法を使って

状況を知ろうとしています｡ その中で､ こういう

エピソードがあります｡ 1992年から1995年まで３

年間､ 東京のホームレスの調査を行いました｡ 調

査の最後に､ ホームレスの人たちと親しくなった

ので､ 座談会を開きました｡ 新宿のホームレスの

代表の人を１人､ 山谷から１人､ 上野から１人､

渋谷から１人というふうに様々なところから座談

会に来てもらいました｡ 台東区のホームレスの人

が､ 何年も電車に乗っていない､ 電車に乗るのも

怖いと言うので､ 私は迎えにいきました｡ 電車に

一緒に乗っていたところ､ 何か具合いが悪そうな

んです｡ どうしたのかなと思って､ ｢大丈夫？｣

と尋ねると､ ｢大丈夫｣ と言うから､ そのまま電

車に乗っていたんです｡ そうしたら､ その方がガ

タガタ震えてきて､ ｢どうしたの｡ すごい体調悪

いんじゃないの｣ と言ったら､ 次に止まった駅で

ドアが開くなり飛び出したんです｡ 何だと思いま

すか｡ おしっこなんです｡ お手洗いに行きたいと

いうことを､ 彼が住んでいるところから我慢して

いたらしいんですね｡ で､ ｢トイレに行きたい｣

の一言が言えなかった｡ つまりコミュニケーショ

ンをするのが非常に下手になっている｡ もっと早

く言えばいいのに､ 私が迎えにきたから ｢待って

くれ｣ とは言えなかった､ と彼は言うのです｡

この話が次につながっていきます｡ 仕事を探す

時に十分話をしながら一緒に探します｡ 仕事につ

いてもすぐにやめる場合が多いので､ フォローアッ

プもします｡ ある人が自立支援センターから本当

に自立するために仕事に就いたのです｡ ３カ月ぐ

らいたって ｢まだ頑張ってる？｣ と言ったら､

｢いや､ やめた｣ と言うんですね｡ どうしてかと

聞いても､ 理由を言ってくれない｡ 雇い主に電話

をして尋ねると､ ｢それがわからないんだよね｡
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すごく頑張っていた｡ でもある日､ どこかに行っ

て､ そのまま会社に来なくなった｣ と｡ それで､

もう一度そのホームレスのおじさんに ｢あんなに

頑張ると私に約束したのに｣ と言ったら､ なんと､

これもまたトイレが原因でした｡ 働き始めたけれ

ども､ どのタイミングでお手洗いに行ったらいい

かわからなかったと言うんです｡ そんなの私たち

にしたら､ ｢行きたいときに行けばいい｣ と思う

のですが､ 彼は ｢もしかしてこんなときにお手洗

いに行っていたら辞めさせられるのではないか｣､

｢自分には常識がないんじゃないか｣ ということ

で落ち着かなくなったそうです｡ トイレを我慢す

ることが続いて苦しくなってやめたのです｡

これはすごく小さなエピソードですが､ 簡単な

ことがもうどうしたらいいかわからなくなる｡ 河

川敷に住んでいたときはいつでも好きな時にお手

洗いに行けた｡ 会社というのはお手洗いの場所が

決められていて､ みんなもいつどういうタイミン

グで行っているのかわからない｡ こんなことがネッ

クになっているとは夢にも思いませんでした｡

仕事を得るために自立支援センターでは職業訓

練といえばパソコン教室だのというのがあります

が､ それどころではない｡ 人間関係トレーニング､

つまりどうやって人と話したらいいかというのを

トレーニングが必要だったのです｡ これは発展途

上国の話ではなくて､ いま日本にいる人たちがそ

ういうことになっています｡ もちろん字もうまく

書けません｡ 履歴書が書けないから､ まず私がお

じさんの履歴を聞きながら書くわけです｡ でも､

何としてでも彼に書いてもらいたいので､ 白紙の

履歴書を渡して､ 私が書いたものを写してもらう

作業､ これに２時間ぐらいかかります｡ 昔学校に

行っていた人もいるのですが､ その人がずっと何

もしなくなって社会から排除されていくと､ こん

なにできないという現状があるということがわかっ

てきます｡

ホームレスと結核

私の専門は公衆衛生､ 保健学で､ 結核になって

いる人の多くがホームレスだということがわかり

ました｡ 結核を何とかしないといけないというこ

とで､ その視点で調査をしていました｡ あるとき､

台東区と荒川区の人たちが言い争っている｡ なぜ

かというと､ ホームレスの人が２つの区のボーダー

で倒れていたんです｡ ボーダーで体が横になって

倒れていたので､ 台東区が面倒を見るか荒川区が

面倒を見るかというのでもめていたわけです｡ な

ぜこんなにもめるか｡ 早く助けてあげればいいと

思うのですが､ 結核は入院と長期の治療が必要な

んです｡ こういう人の保護は､ 国の全額負担とい

うわけではなく､ 市町村が負担する分もあり､ 地

方自治体の財政を圧迫するわけです｡ だから､ 頭

のほうが倒れていたから荒川区は台東区だと言う

し､ 台東区は荒川区と言う｡ 住所が不定なので何

とも言えないのです｡

こういう２つの区に跨るケースは､ 一つ上の行

政単位､ つまり東京都の下に荒川区と台東区があ

るんだから､ 東京都がやればいいのではないかと

思うかもしれませんが､ ここに問題があります｡

東京都は何も言えないそうです｡ 荒川区の区があ

りますね｡ これは英語で訳すとよくわかるのです

が､ これは ward じゃなくて city なんです｡ city

というのは独立しているのです｡ 大阪市の中にも

港区とか区がありますが､ こちらは英語で ward

と訳されていて､ 独立していないのです｡ 東京都

は､ cityである｡ 独立している23区には都は手が

出せないのです｡ これはびっくりしました｡ 東京

都23区以外､ 例えば清瀬市とか東村山市とか西東

京市などに対しては都が口を出すことができます｡

行政の仕組みをちゃんと知らないと介入もできな

いということがよくわかりました｡

このホームレスの結核の問題は､ 彼らだけの問

題ではなく､ 人間の安全保障の問題です｡ 結核､

結核菌というのは､ どこでよく感染するかという
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と､ 新宿駅や渋谷駅など､ 人がたくさんいる閉じ

たところです｡ 結核菌は太陽の光線に弱いのです

が､ 駅構内というのは閉じられているので､ 太陽

の光線は当たりません｡ 例えば結核のホームレス

の人が歩いていて､ そこで咳をゴホンとします｡

結核菌というのは､ 水分が蒸発すると１時間ぐら

い空気中に浮いています｡ その次に誰かがそこに

来て､ その結核菌を吸ったとします｡ 体内に入り

ます｡ たまたまその人が､ コンビニの食品ばっか

り食べて栄養状態がよくない､ 試験が近くてあん

まり寝ていなかった､ 運動も不足している､ つま

り免疫力が弱っている状況だと､ 結核を発病して

しまうわけです｡ OLや20代の結核もふえていま

す｡ 普通は､ 結核菌が入ったとしても､ 免疫力が

あって結核を発病しない､ 結核菌が体内に入って

も免疫でやっつける力があります｡ しかし､ あま

り寝ていない､ 運動をしていない､ 食べ物もコン

ビニの食品ばかり食べているという人が､ たまた

ま結核菌を吸って､ 結核になってしまう｡ さらに

恐ろしいことに､ ホームレスの人が耐性菌結核と

いう､ 基礎的な薬が効かない結核菌になり出した

んです｡ 結核の際に使う通常の薬が効かない結核

です｡

私がよくインタビューしているホームレスの人

たちには､ たくさんやけどのあざやケロイドがあ

ります｡ 遊んで火をつける子供たちが多いらしい

のです｡ 段ボールはすぐ火が回ります｡ それを消

そうとしてやけどをしたとか､ 何か物をテントに

投げられたとか､ 外傷は非常に多い｡ また夜にや

られるのではないかと思うとストレスがたまりま

す｡ また不安でぐっすり寝ていない｡ そうすると

免疫は下がります｡ だから発病しやすくなるわけ

です｡ 加えて､ 健康診断未受診｡

結核は風邪と同じような症状です｡ 風邪と違う

のは､ ２週間ぐらいせきが続き､ 微熱が続くとい

うことです｡ あわよくば見つかり､ 入院しても､

脱走する患者がいます｡ ホームレスの人はよく病

院から逃げるんです｡ なぜ逃げるか｡ ちゃんと１

人ずつ逃げた人をつかまえてインタビューしまし

た｡ 例えば､ ｢河川敷に住んでいて､ 犬を飼って

いるからえさをやらなければいけない｡｣ 彼の言っ

た河川敷に行ってみると､ ちゃんと犬がつながれ

ているわけです｡ 一番多いのは､ 苦労して手に入

れた ｢一等地｣ が別の人にとられてしまうという

ことです｡ 荷物がとられるというのもあります｡

一等地ってどこなのと聞いたら､ 便所の真ん前じゃ

なくて､ 斜め前ぐらいで､ 水場が近い｡ 家財があっ

たり､ ペットがいたりするのに､ だれも管理して

いるわけではないから不安です｡

私はある地区を歩いていて､ 結核患者をなるべ

く早く見つけようとしてたんです｡ そうすると､

その地区の行政の人に怒られました｡ ｢あなた､

また見つけてきたんですか｣ と｡ 本当はこの行政

の人たちの仕事で､ 逆に感謝してほしいと思うん

です｡ 早く見つけて早く生活保護を受けて病院に

入ってもらって他の人たちに感染しないようにす

るべきだと思うんだけれども､ 区市町村にものす

ごく負担になっているということも考えないとい

けない｡

もう一つの問題は､ さっき耐性菌の結核と言い

ました｡ 耐性菌が出るには理由があります｡ 結核

は､ 治療を中断すると､ 治療をしなかったよりも

悪くなる｡ これが耐性結核の話です｡ 結核の場合､

症状､ つまり咳がとまって熱が引いても､ とにか

く６カ月は薬を飲み続けないといけないんです｡

途中でやめてしまうと､ 結核菌がまた出てくるわ

けです｡ 以前より強くなって出てくるわけです｡

ホームレスの結核対策をしている行政が ｢健康

診断は無料なのにレントゲン車に人が来ない｣ と

いうことがありました｡ レントゲン車は､ １台１

日出したら200人ぐらい診られます｡ ところが､

あるホームレスの多い地区で一日私はつき合って

見ていて数を数えたら､ 20数人しか来ていません｡

なぜ無料なのに来ないのか調べたところ､ やはり
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｢収容されてしまう｣､ ｢自由が束縛される｣､ そ

れから ｢友達がみんな公園に住んでいる｣､ ｢結核

になったというだけで仕事を得られなくなる｣ と､

病院脱出の理由が出てきます｡ とにかく差別され

る､ 孤独になるということを非常に恐れてます｡

それから､ 治療後のことですが､ 住所不定者の

結核再発がやはり多いです｡ 一旦治っても､ 結局

また悪い環境に戻ると再発します｡ 体が冷えると

免疫が下がりますから､ 結局､ 路上にいると体の

熱が下がるので再発しやすいのです｡

年末年始に凍死が多いです｡ 私が大阪でホーム

レスの人たちに関わった20年前から変わっていま

せん｡ 20年前､ パトロールをして､ クリスマスと

お正月だけでも凍死者を減らそうと､ 仮設の部屋

が建てられて､ 12月､ １月だけその中に入っても

らう活動をしていた時のことです｡ ５歳にならな

い女の子が夜に歩いていたんです｡ こんな日雇い

労働者の町で歩いていて､ この子は一体どうなっ

ているんだろうと思って､ その子の後をつけていっ

たら､ パチンコ屋に入ってパチンコの玉を拾って

いました｡ 拾ってどうするのかなと思っていたら､

そのパチンコの玉を大人に売り始めたんです｡ 大

人に売って､ 得たお金で何をするのかなと思った

ら､ パン屋に行ってパンを買い､ おなかがすいて

いるのかなと思うと､ その子は全然食べないで､

ぐっと握って歩いていくのです｡ ついていったら､

つぶれそうな家の中に女の人が寝ていました｡ お

母さんです｡ お母さんを５歳にならない女の子が

ずっと食べさせていたんです｡ 私は大阪で在日朝

鮮人の方々の住宅の問題をやっていましたが､ ホー

ムレスの人たちも大変だなと思った次第です｡

｢より拠
どころ

｣ を襲ういたずら

そのころから仮設一時避難所というのはありま

した｡ 仮設避難所と路上を行ったり来たりしてい

る人が多いです｡ ここで私が見た感じでは､ 行っ

たり来たりしている人のほうが､ テントに住んで

いる人より健康状態が悪いということです｡ 人間

は一定のところで住むというのはすごく大事だな

ということを発見しました｡ 河川敷のほうが寒い

と思っていましたが､ 中に入らせてもらうとあま

り寒くないのです｡ 下に結構物を敷いたり､ 段ボー

ルというのはすごく暖かくて､ 結構暖をとれるん

です｡ ところが､ 路上で３日間寝て､ また一時避

難所に入って､ また出てきている｡ つまり体の温

度が上がったり下がったりする｡ やはり人間はこ

の変化に耐えられないんです｡ 彼らのほうが肺炎

になる率が高いです｡

私は国際学部の教員で､ ルワンダ難民キャンプ

だとかカンボジア難民キャンプとか､ 海外難民の

仕事に結構関わっています｡ 難民の人たちも､ 移

動するとやはり体調が悪くなります｡ 精神的なス

トレスも大きいでしょう｡

1995年､ 阪神大震災の時､ 神戸で被災者支援を

しました｡ ある程度落ちついて仮設住宅に移って

もらったら､ 多くの高齢者が亡くなられた体験が

あります｡

自分の家の近くなら､ 誰でも考えなくても､ 歩

けますよね｡ この辺で物が買えるとか､ ここはい

つも涼しいと知ってます｡ それから､ アフリカや

中東で､ 頭の中にこういった住居付近のソーシャ

ルマップができてきます｡ アフリカでいうと､ こ

こは日陰で､ 大きなバオバブの木があって気持ち

がよくなるところがあるとか｡ 移動によってその

ソーシャルマップ､ 自分の社会地図が破壊される

のです｡ それが頻繁に起こっているということは､

非常に落ちつかない生活なんです｡ ソーシャルマッ

プが崩れると本当に大変です｡ だからホームレス

の人たちにとっても住みなれたテント､ 公園の頭

の中の地図が破壊されるのはいやなのです｡

私も ｢難民生活｣ を結構やっていて､ 食べ物が

ないからアフリカのどこかからどこかへ移るとい

うことがあったんですが､ このときは非常に厳し

かったです｡ 安定するというか､ 自分の ｢よりど
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ころ｣ というのは必要だと思うんです｡ 屋根のあ

る病院より､ 慣れたテントです｡

しかし住み慣れた ｢よりどころ｣ を崩し初めて

いるのが､ 一番初めにお話をした ｢いたずら事件｣

です｡ 1983年からざっと新聞を見たのですが､ 載っ

ているだけで､ 次のようなものがあります｡

1983年１月､ 横浜で中学生ら10人がホームレス

を襲撃､ ２月11日に逮捕｡

1995年10月､ 数人の若い男が､ 大阪市道頓堀の

戎橋からホームレスの男を道頓堀川に投げ落とし､

殺害｡

1995年10月､ 京都府の加茂川敷で寝ていたホー

ムレス男性 (52歳) が､ 少年 (17歳) たちのグルー

プに暴行を受け､ １週間のけが｡

1996年５月､ 東京都渋谷区の代々木公園で暮ら

すホームレスの男性が殴られて死亡｡ 大田区のア

ルバイト店員 (17歳) や国分寺市内の私立高校１

年生 (16歳) ら５人が逮捕される｡

2000年６月､ 東京都墨田区のガード下近くの路

上で､ ホームレスの男性２人が少年２人組に襲わ

れる｡ ホームレス (68歳) が死亡､ １人が軽症を

負った｡

2001年９月､ 大阪市天王寺区の路上で野宿生活

をしていた男性 (53歳) が暴行を受けて死亡｡ 同

市内の私立中学３年生の男子生徒 (15歳) が出頭

し､ 傷害致死の疑いで逮捕｡

2002年１月､ 東京都東村山市の美住町ゲートボー

ル場で､ ホームレスの男性 (55歳) が暴行を受け

て死亡｡ 私立中学生の２年生３人組が傷害致死の

疑いで逮捕｡

2002年４月21日､ 神奈川県茅ヶ崎市の防砂林で､

ホームレスの男性３人がエアガンを持った若い男

６人に襲われる｡ 襲った男たちは至近距離から数

発ずつエアガンを撃ち､ ホームレスの男性は額な

どに５日間のけがをした｡ 襲った６人は暴力行為

で逮捕｡

2002年８月､ 千葉市中央区市立公園体育館入り

口付近で､ ホームレスの男性２人が４人組の若い

男たちに襲撃され死亡｡ 死亡したのは56歳と60歳

の男性｡ ４人組は逃走したまま｡

2002年10月､ 川崎市の県営公園内で､ ホームレ

スの男性が３人の少年に襲われ､ けがをした｡ 少

年らは､ 男性が逃げた後､ 布団に火をつけるなど

した｡ 逮捕された少年らは､ ｢おもしろかった｣

と供述していた｡

2002年11月26日､ 埼玉県熊谷市で､ 中学生ら３

人に襲われたホームレスの男性 (45歳) が死亡し

た｡ 中学生らは､ からかってやろうと暴行､ 気を

失った男性を放置した｡

2002年後もかなりあります｡ これはすごいスト

レスになるわけです｡ 夜は寒いので昼間に寝よう

と思っても､ 昼間は明るくてなかなか寝られない

という状況の中で生活している人たちがたくさん

いる｡ この問題はやっぱり ｢疎外｣ の問題じゃな

いかということで､ いろんな団体が支援している

んですが､ ホームレスの人たちが支援者を分類し

ているんです｡ どういう分類をしているかという

と､ 支援者は大体三つに分けられています｡ 社会

が悪いんだ､ こういう南北問題はだめだという運

動家の人たちが一つ｡ それから､ キリスト教や仏

教徒関係の宗教家で､ とにかく聖書を持ってこら

れて､ もっといろいろ信じなさいと言いながら配

食するのが一つ｡ それから､ 福祉ボランティア系

統ということで､ これは福祉行動などといいます

が､ なかなか生活保護をとれないのは彼らがやっ

ぱりコミュニケーションがうまくないから､ もっ

とアピールしたらいいと思うので､ 福祉事務所に

一緒に行ってくれる人たちというのがいます｡ こ

の３分類です｡

私はグループディスカッションという方法で彼

らの意見を徴収していますが､ いろいろ人に集まっ

てやってもらうと､ ｢運動家の人が来て､ こんな
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社会はだめだとかいろんな話をされて何々で闘お

うとかというふうになるんだけれども､ 自分たち

は全然闘う気はないのにね｣ と言っています｡ そ

れから宗教の話では､ ｢しょうがないから聖書で

ももらっておこうか｣ と｡ 別にキリスト教が悪い

とかそういう意味ではないのですが､ とにかく宗

教を信じるふりをしておけばご飯がもらえるから

というので､ 宗教家の人たちのグループに接近す

る｡ それから､ 福祉ボランティアの人たち｡ でも､

福祉行動の人たちも､ 意外と運動家の人たちと重

なっていることがあるので､ そこは区分けがつき

にくい場合が多いと言います｡

ホームレスの人たちが分類してどの分類の人た

ちかで対応を変えているのが見て取れます｡ ｢意

外と彼ら自身の問題じゃなくて支援をやっている

のではないか｣ とあるホームレスの人に言われま

した｡ 偉そうな人たちが多いというのが彼らの批

判です｡ その偉そうな人たちに ｢もう少しちゃん

と福祉行動をすれば生活保護が受けられるのに｣

とか言われてしまう｡ ｢もっと自分たちを見てく

れないのか｣ という話をしています｡ さきほど演

じた対話の人は､ 結構エリートで､ ODA批判ま

でやっていました｡ ODA援助でも当人のニーズ

に合わないようなことをやっているが､ ホームレ

ス支援でも､ 支援者が勝手に自己満足で支援をやっ

ているのではないか｣ と批判をします｡ 当人の気

持ちを酌まずに支援者たちで闘争している人たち

がこのところ多い｡ 20年前は闘争家の人たち､ 例

えば全共闘でたたかれて残っていた人たちが意外

といましたが､ 今は単に解雇された人たちがたく

さんいます｡ 運動に巻き込まれたくないから仮設

住宅には入らないという理由も出てきたぐらい負

担になっているという話をしていました｡

次に ｢｢医療機関の差別的対応｣ というボラン

ティアの人々の誤解｣ ということに触れます｡

｢医療機関がホームレスという理由ですぐ診てく

れないから治療が遅れる｣ ということを､ 運動家

の人たちが怒って言ってきました｡ 私はそのとき

は医学部の教員をしていて医療側にいたので､ 詰

め寄られたんですが､ よくよく話を聞いてみて､

かつ台東区､ 山谷に行ってみたら､ わかったこと

があります｡

医者は誰でも結核が診られると思っている一般

人が多いと言うことです｡ 結核は一旦殆どなくなっ

てから十数年たっているので､ 医学部も力を入れ

ておらず､ 結核治療を殆ど知らない医者も多い｡

ということで､ ｢対応できないから｣ と断ってい

るのをボランティアの人たちは誤解して､ 医者だっ

たらだれでも診られると思い､ ｢ホームレスだか

ら見なかった､ 差別をした｣ というふうに言って

いるわけです｡ そういう誤解もあり､ 他の問題で

も､ 支援ボランティアの人と例えば結核の専門家､

それから区役所の人の間にも情報ギャップが非常

に多かったです｡ ボランティアの人はどうしても

福祉行動ということで福祉事務所に行ってしまう

んですが､ 福祉事務所の人たちも結核を医者が全

部診られないということを知らないとか､ その辺

の情報交換が全然できていなくて､ 縦割り問題が

あります｡

｢たらいまわし救急車｣｡ これも実話です｡ 日

曜日､ 山谷で人が倒れ､ 明らかに結核のようだっ

たので､ まず一番近い病院で結核が診られそうな

ところに行きました｡ 近くの病院に行き､ 結核だ

ろうという診断が出ましたが､ その病院では治療

ができないので､ 救急車で対応できる病院に運ぶ

ことになりました｡ 検査するまで結構時間がかか

るので､ たまたまいた保健師であるボランティア

は心配して水を差し入れようとしましたが､ 断ら

れ､ そのホームレスの人はずっと救急車に置いた

まま待たされたのです｡

やっと探し出した病院は東村山市と清瀬市の境

にありました｡ この隣接した二つの市に結核専門

の病院が二つあります｡ 電話がかかってきたのは

病院Ａの方で､ 受け入れると言う返事を受けて救
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急車の救急隊員はそこに運びました｡ しかし､ ど

ういうわけか､ その病院Ａでは入院を断られ､ 最

終的に入院したのは横浜だったんです｡ 後で私が

その話を聞いて調べたところ､ ホームレスの結核

患者である彼は ｢横浜には絶対に行きたくない｣

と言っていたそうです｡ もともと横浜出身で､ 子

供たちが横浜で働いているので､ そこでは入院し

たくないと言っていたらしいのです｡ だからこそ

山谷に住んでいたようですが､ そこへ運んでしまっ

たのです｡ しかも､ かなりの距離を移動し､ 台東

区から横浜市にすぐに行けばよかったのに､ 東京

の西を回っていったがために､ 彼は最終的に死ん

でしまいました｡

何が悪かったのか｡ どうも､ 一番初めに横浜市

にいたので横浜市に送り返した方がお金がかから

ないということになったらしいのです｡ 断った病

院Ａのごく近くに結核専門の複十字病院というの

があるんですが､ 調べてみたら､ その日､ ベッド

があいていたのです｡ つまり病院Ａが万床でもす

ぐ隣の結核病院として有名な病院に運ぶことがで

きたはずです｡ 救急車は意外と穴があって､ 救急

隊員の人がどこがあいているか一生懸命電話して

自力で探すということが分かりました｡ 隣接して

いる病院を知らなかったのでしょう｡

次に､ ｢お金を預かる人々｣｡ ホームレスの中に

も､ お金をもらっている､ 生活保護をもらってい

る人たちがいます｡ そして､ お金を預かる人々が

います｡ 山谷の中に特別な銀行があります｡ もらっ

たお金をそこにまず突っ込んで､ １日に1,000円

しか出せないよう制限しているところがあるんで

す｡ というのも､ 貰った途端､ お酒を飲んでしま

う人がいるからです｡ ちゃんとそういう銀行があっ

て､ それはとてもいい制度だと思います｡ もう一

つは､ 逆に､ 生活保護をねらった暴力団系の宿が

あるということも知っておいて欲しいです｡

私は新宿区にかなり通いました｡ 新宿区の福祉

のソーシャルワーカーがバタバタ倒れていました｡

今､ そのぐらいホームレスの数が増えています｡

台東区は新宿区の二の舞になるということで､

｢流入｣ を恐れています｡ 新宿区も今考えていま

す｡ 新宿区は非常に頑張っているからということ

で､ 台東区からホームレスの人が動き始めていま

す｡ つまり､ 住所不定なので動いているわけです｡

あまりいいサービスをすると長く留まってしまう

わけです｡ 地方自治体も困っているし､ ホームレ

スの人も困っている｡ じゃあ､ どこに入れるかと

いうのはとても難しい話です｡

希望はある

最後に､ ｢頑張る人々｣｡ 希望のある話をして終

わりにしようと思います｡

地域通貨を使い出したところがあります｡ ホー

ムレスの人が普通の仕事場につけないのだったら､

全然違うもので､ 例えば何かのお手伝いをしたら

そこの地域通貨をもらえるようにしたらどうかと

いうことで始まりました｡ 地域通貨はおもしろそ

うなんですが､ 意外とうまくいっていない｡ 北海

道でもやっているし､ 秋田でも青森でも､ それか

ら多分東京でもどこかでやっていると思いますが､

意外とスタートしにくいものです｡ 一つは､ 資金

がまず1,000万円必要ということです｡ それは日

本の法律で決まっています｡ かつ､ いわゆる貨幣

は１回にたくさんは刷ることが許されていません｡

大量に刷ったら安く済みますが､ それが認められ

ていないんです｡

大阪市は特区申請をしました｡ 特区というのは

何かというと､ 新しい制度を設けるときに特別に

実験的に1,000万円がそろわなくてもやってもい

いよという制度です｡ 特にホームレスの問題なの

で､ 特区が国から認められてやっています｡ プラ

ス､ ｢あいりん｣ という再生自転車をやっていま

す｡ これはおもしろい話です｡ 炭谷さんという環

境省の役人が提案したことです｡ 炭谷さんは本を

出しています｡ 財界の人たちを集めて意見を出す
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ということをいろいろなところでやっています｡

まず環境のことについてやり始め､ 大阪でもやっ

たらどうかと提案し､ 大阪市の会社の社長が集まっ

て案を出しました｡ どうしたらホームレスの人た

ちが仕事につけるかという話をして､ それでやり

始めたのが再生自転車です｡ その自転車の名前が

｢愛輪｣ といいます｡ ｢あいりん地区｣ という地名

からとりました｡

ところが､ 思いつきだけでできるかというとそ

ういうことにならなくて､ 大阪府には堺市という

ところがありますが､ 堺市はたくさん再生自転車

をつくっていて､ ホームレスの人にその仕事をし

てもらうと､ 堺市が成り立たなくなるという困っ

た問題が起こりました｡ しかし､ 財界の人たちは

さすが知恵者の集まりです｡ ホームレスの出身地

域､ 例えば宮崎出身だったら宮崎に再生自転車を

少し届けましょう､ 山口出身なら山口県にも少し

再生自転車をと届け先を散らしたのです｡ どうい

うふうにするかというと､ 会社の社長連ですから､

それぞれ運送の手段を持っているわけです｡ ある

社長はカメラ会社の社長であって､ ある社長は服

を輸送している｡ そこの服を輸送するときに､ 少

しだけすき間をあけてもらって､ 再生自転車を数

台そのホームレスの出身地に送り､ そこで売る｡

つまり輸送費をただにするということをやったん

です｡ 政府､ つまり政策､ 中央政府や地方政府

地方自治体のことですけれども､ そういう公

的なサービスに期待するのではなくて､ 普通の民

間企業や地域の人がサポートして､ もう少しホー

ムレスの人に頑張ってもらうことができるのでは

ないかということで､ これは大阪ではエル・チャ

レンジと言っています｡

エル・チャレンジはレイバー・チャレンジです｡

エル・チャレンジのもともとの活動は､ 障害者の

人たちが普通の職場で働き始めることでした｡ 各

職場で従業員の１％を障害者の人に充てましょう

というのがエル・チャレンジの始まりでした｡ 普

通の人も皆､ ある意味で障害を持っているわけで

す｡ 体が悪かったりして､ いろいろ不利な条件に

ある｡ だから､ 彼らもエル・チャレンジに乗っか

るのではないかということです｡ 大阪は､ 大阪市

の財政に期待するのではなく､ 民間の知恵を出し

ながら､ もうちょっと彼らが社会に入っていける

方法を追求しています｡

注

(１) ホームページ ｢東京ホームレス｣ を改訂し

て利用｡

http://www.tokyo-homeless.com/
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